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作 業 項 目 ： １ ） 作 業 済 調 査 区 の 植 生 調 査  

     ２ ） 特 別 保 護 区 登 山 道 沿 い の ネ ザ サ 刈 り      

 今 日 は 秋 の 植 生 調 査 と ネ ザ サ 刈 り の 作 業 日 。 通 常 な ら

土 樋 割 峠 ま で 車 で 上 が れ る の だ が 、 ７ 月 の 台 風 で 林 道 の

４ ヶ 所 が 崩 壊 し た た め 車 の 通 行 が 不 能 と な り 、 登 山 口 か

ら 全 員 徒 歩 で 東 お 多 福 山 ま で 登 っ た 。 総 勢 4 9 名 の う ち

６ 名 は 植 生 調 査 を 担 当 、 そ れ 以 外 は ２ 班 に 分 か れ て ネ ザ

サ 刈 り を 行 っ た 。  

 作 業 場 所 は 、 登 山 口 か ら 東 お 多 福 山 に 至 る 登 山 道 の 山

頂 か ら 下 部 へ の 約 2 2 0 ｍ と 、 展 望 台 （ 仮 称 ） へ の 脇 道 約

8 0 ｍ 。 幅 １ ｍ 程 の 登 山 道 の 両 側 各 1 . 5 ｍ 幅 の ネ ザ サ を 全

部 刈 り 取 り 、 登 山 道 を 歩 き や す く 、 か つ 明 る く す る の が

目 的 で あ る 。  

 刈 払 機 ４ 台 を 駆 使 し て 背 丈 よ り 高 い ネ ザ サ を ざ っ と 刈

る 一 方 、 手 鎌 や 長 鋏 で 植 生 に 注 意 し な が ら 丁 寧 に ネ ザ サ

だ け を 刈 り 取 る と 、 今 ま で サ サ に 隠 れ て い た 草 原 性 植 物

類 が 顔 を 出 し て 来 る 。 セ ン ブ リ 、 ワ レ モ コ ウ 、 マ ル バ ハ

ギ 、 ス ズ サ イ コ な ど 。 リ ン ド ウ も 随 所 に 花 を 咲 か せ て い

る 。 午 前 午 後 で 全 長 約 3 0 0 ｍ の 刈 り 取 り 作 業 を 終 了 。 登

山 道 に 垂 れ 下 が っ て 来 て い た ネ ザ サ も な く な っ て 一 帯 は

随 分 明 る く な り 、 ま た 展 望 台 （ 仮 称 ） へ の 尾 根 道 か ら 大

阪 湾 方 面 へ の 展 望 も 良 く な っ た 。 今 日 の 作 業 場 所 で は な

い が 、 山 頂 の 広 場 一 帯 に ス ス キ の 群 落 が 見 ら れ る よ う に

な っ た の も 有 り 難 い 現 象 で あ る 。  
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